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の概要

１．「工賃水準ステップアップ２年次事業」の概要

１．事業目的 
　(1) 18年度モデル施設の「２年目の取り組み」（(1)継続実施施設）

18年度に策定した具体的数値目標および改善計画をふまえ２年目の取り組みとして、①職域の専門家によるコンサルティング、②施設職員・利用者の専門性向上に向けた講習会の受講・施設内研修会の開催、等により目標達成に向けた工賃水準の引き上げを図り、その成果をとりまとめて公表する。

　(2) 新規モデル施設による取り組みとさらなる成功事例の形成（(2)新規実施施設）

　　　上記に加えて、新たにモデル事業実施事業所を公募し、18年度の成果をふまえた実践を行う。

　　　① 企業等との連携によって工賃向上を目指す方向性

　　　② 行政を含む公的機関との連携によって工賃向上を目指す方向性

　　　③ 環境分野におけるサービス産業を立ち上げて工賃向上を目指す方向性

  (3) 18年度の工賃水準ステップアップ事業の成果を伝える「セミナー」の開催

　　　各都道府県工賃倍増計画支援事業に資するため、都道府県の担当者等を対象に１年目の成果を伝えるセミナーを開催する。

２．事業概要 

１．事業実施主体

事業の実施主体は、全国社会福祉協議会・全国社会就労センター協議会（セルプ協）とする。セルプ協内に、工賃水準ステップアップ２年次事業推進特別委員会を設置し、事業の進め方の検討およびモデル事業結果のとりまとめ、報告書の作成を行う。

【工賃水準ステップアップ２年次事業推進特別委員会・委員】

	所属
	委員名
	役職名

	委員長（学識経験者）
	朝日　雅也
	埼玉県立大学教授

	副委員長（セルプ協）
	鈴木　清覚
	副会長

	委　員（日本労働組合総連合会）
	花井　圭子
	雇用法制対策局局長

	  〃  （日本経済団体連合会）
	輪島　　忍
	労政第一本部雇用管理グループ長

	  〃  （中小企業診断協会）
	大塚　慎二
	理事（大塚マネジメント研究所所長）

	  〃  （厚生労働省）
	黒岩　嘉弘
	障害福祉課課長補佐

	  〃  （横河電機㈱）
	箕輪　優子
	経営管理本部人財総務センター

	  〃  （セルプ協）
	叶　　義文
	調査・研究・研修委員長

	  〃  （　 〃　 ）
	西川　　茂
	事業振興委員会筆頭副委員長

	  〃  （　 〃　 ）
	増田　一世
	福祉工場部会幹事


２．事業の進め方

(1) ２年次事業（(1)モデル事業・継続実施施設）の進め方

　① 18年度モデル事業実施施設（６施設）に対する取り組み意思の確認（５月下旬）

　　→ うち、５施設が２年次事業への取り組み意思を表明

 【モデル事業実施施設一覧（継続実施施設･５施設）】

	№
	都道府県

(ブロック)
	市町村
	モデル事業実施

施設（事業所）名
	モデル施設が選定した

職域の専門家・コンサルタント等

	１
	宮城県

(北海道＋東北)
	仙台市

太白区
	西多賀ワークキャンパス

（身体入所）
	㈱三澤経営センター コンサルタント事業部長

斎藤 正憲（医業経営コンサルタント）

㈲になかわ 代表取締役

　　蜷川 時夫（フードコーディネーター）

	２
	神奈川県

（関東）
	藤沢市
	ハートピア湘南

（知的通所）
	(NPO)ビジネス駅伝ネットワーク

山内 伸一（中小企業診断士）

	３
	三重県

（東海北陸）
	津市
	クローバーハウス

（精神通所）
	村岡経営法務事務所

代表　村岡 　浩（中小企業診断士）

㈲ワイズ　代表

鈴木　寛（小売業・飲食業のトータルサポート）

	４
	山口県

（中国四国）
	宇部市
	南風荘

（身体入所・知的通所）
	㈲柳川経営研究所　代表取締役

柳川　博（中小企業診断士）

	５
	福岡県

（九州）
	大牟田市
	たんぽぽ

（新体系事業（Ｂ型等））
	スマイルサポート

代表　高柳 和浩（中小企業診断士）


　② 継続意思のある施設は、本会の提示する一定の様式に基づき、下記内容の「２年次事業実施計画書(案)」を提出（６月25日）

【２年次事業実施計画書(案)に含める項目】

　　 ① ２年次事業への取り組み決意・意志

　　 ② ２年次目標の達成に向けた課題と改善に向けた具体的取り組みの方向性

　　 ③「工賃アップの必要性」について施設全体の共有理解の状況と２年次事業における具体的取り組みの方向性

　　 ④ 職域の専門家・コンサルタントの活用の方向性

　　 ⑤ ２年次事業における地域ネットワーク会議の活用の方向性

　　 ⑥ ２年次コンサルティング計画の策定の方向性

　　 ⑦ 施設職員・利用者のスキルアップのための「研修計画」の策定の方向性

　③「２年次事業実施計画書(案)」の内容について、工賃水準ステップアップ２年次事業推進特別委員会で審査・決定（７月12日）

　④ 決定した方向性（「２年次事業実施計画書(案)」）に基づき、職域の専門家やコンサルタント・地域ネットワーク会議のアドバイスを受けつつ、「２年次事業実施計画書（精査版）」を提出する（８月31日）

　⑤「２年次事業実施計画書（精査版）」の内容について、工賃水準ステップアップ２年次事業推進特別委員会で審査・確認（９月６日）

　⑥ 以降、計画に基づき、実行・評価・見直しを行う

　　（事業推進特別委員会委員による「現地視察」の実施（平成20年１月～２月））

　⑦「２年次モデル事業完了報告書」の提出（平成20年３月７日〆切）、工賃水準ステップアップ２年次事業推進特別委員会で審査・確認（平成20年３月19日）

　⑧ 厚生労働省に国庫補助事業完了報告書を提出（平成20年３月31日）

⑨ 18年度・19年度（２年次事業）の成果をふまえ、全国社会就労センター協議会において「工賃水準向上ハンドブック（仮称）」を作成して公表（平成20年５月予定）
 (2) ２年次事業（(2)モデル事業・新規実施施設）の進め方

　① 全国の授産施設（就労系事業所）に公募を行い、改善計画の策定にあたって次の方向性の施設を選定［各カテゴリー１施設、計３施設を選定］（６月～７月）

　　① 企業との連携（仕事の確保、企業内授産の開拓等）による工賃の向上

　　② 行政を含む公的機関との連携（官公需、委託作業等）による工賃の向上

　　③ 環境分野におけるサービス産業（リサイクル等）の立ち上げによる工賃の向上

　② セルプ協・常任協議員会においてモデル施設（３施設）を決定（７月17日）

【モデル事業実施施設一覧（新規実施施設･３施設）】

	№
	改善計画の

方向性
	市町村
	モデル事業実施

施設（事業所）名
	モデル施設が選定した

経営コンサルタント等

	１
	①企業との連携
	北海道

釧路市
	はしどい学園

（知的通所）
	ファーストコンサルティング
代表　乗山 　徹（中小企業診断士）

	２
	②行政を含む

公的機関との連携
	埼玉県

寄居町
	はぐくみ園

（新体系事業（Ｂ型等））
	㈱リンクスビジネスラボラトリー

代表　山田 主規（中小企業診断士）

	３
	③環境分野における

サービス産業の

立ち上げ
	愛知県

名古屋市
	名古屋ライトハウス

（身体入所）
	㈱ベスト・サービス

代表　今井田 崇（一級環境管理士）


　③ 経営コンサルタントのアドバイスを受けつつ、「実施計画書」を提出（８月31日）

　④「実施計画書」の内容および施設が選定した経営コンサルタントについて工賃水準ステップアップ２年次事業推進特別委員会で審査・承認（９月６日）

　⑤ 承認された計画書に基づき、経営コンサルタントや地域ネットワーク会議のアドバイスを受けつつ、「具体的数値目標および改善計画を含む中間報告書」を提出（10月31日）

　⑥「具体的数値目標および改善計画を含む中間報告書」の内容について、工賃水準ステップアップ２年次事業推進特別委員会で審査（11月20日）

　⑦ 以降、計画に基づき、実行・評価・見直しを行う

　　（事業推進特別委員会委員による「現地視察」の実施（平成20年１月～２月））

⑧「モデル事業完了報告書」の提出（平成20年３月７日〆切）、工賃水準ステップアップ２年次事業推進特別委員会で審査・確認（平成20年３月19日）

⑨ 厚生労働省に国庫補助事業完了報告書を提出（平成20年３月31日）

⑩ 18年度・19年度（２年次事業）の成果をふまえ、全国社会就労センター協議会において「工賃水準向上ハンドブック（仮称）」を作成して公表（平成20年５月予定）
(3) ２年次事業（(3)18年度事業の成果を伝える「セミナー」）の開催

 　→「工賃倍増計画支援事業」の具体化に向けた実践研修会

　　　－「工賃水準ステップアップ」成功のためのキーワード－ を開催
　【日　程】 平成19年６月27日（水）　

【会　場】 全社協「灘尾ホール」ほか

　【参加者】 ２６１名

①都道府県職員（福祉･教育･労働、工賃倍増計画支援事業担当者）　  76名

②都道府県セルプ協・セルプセンター代表者　　　　　　　　　　36名

③一般参加者（工賃水準向上を目指す授産施設の施設長など）　 149名













